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都市空間創造グループ

１．連絡調整

室内業務を円滑に推進するため、部内各局室課及び室内各グループとの連絡調整を密にし、所管業務の適正な執行に努めた。

２．人事管理

服務規律の厳正を期し、全体の奉仕者として誠実かつ公正に職務を遂行するとともに、職場の明朗化並びに事務処理効率の向上に努めた。
３．予算執行管理

予算の執行に当たっては、室内各グループと連絡調整のうえ、執行状況の把握及び適正な管理に努めた。

４．「グランドデザイン・大阪」の推進

　　2050年を目標とする大都市・大阪の都市空間の姿を分かりやすく示した「グランドデザイン・大阪」（平成24年度策定）について、室内各グループと連絡調整のうえ、円滑に各事業の推進を図った。

　　また、みどり創出に関する啓発活動等について、庁内及び大阪市の関係部局との検討会を実施するなど、その実現に向けた取組みを行った。

５．広報

　　民間と共に「グランドデザイン・大阪」を推進するという基本的な考え方に基づき、あらゆる機会を捉えて、民間企業の協力・協賛を得ながら、様々な媒体を通じて「グランドデザイン・大阪」の周知啓発を行った。

　　なお、広報活動に関しては、室内横断チームを編成して行っている。

６．「グランドデザイン・大阪都市圏」の策定・推進

　　府県の枠を越えた広域的な視点に立ち、国際競争に打ち勝つ定住魅力にあふれる都市空間創造の方向性を示す「グランドデザイン・大阪都市圏」の策定に向けて、庁内関係部局との議論、府内市町村、経済団体との意見交換、学識経験者へのヒアリングを実施し、平成28年11月のパブリックコメントを経て、平成28年12月に策定・公表した。

　　また、策定後は、具体化に向け、府内外の市町村や民間団体と、勉強会や意見交換を実施した。

７．美しい景観づくりの推進

府民・事業者、行政がそれぞれの役割を認識し、ともに協働して景観づくりに取り組むことにより、大阪の世界に誇れる豊かで美しい景観づくりを府民運動として展開していくことを目的とし、景観づくりに関する啓発及び普及活動、府民間の情報交流・情報交換活動などを行った。

８．大阪府ビュースポットによる景観形成

　　歴史・自然・文化に育まれた景観資源を再発見し、よりよいまちづくりに役立てるとともに、国内外に大阪の魅力を発信するため、市町村と連携し、視点場(ビュースポット)の観点から景観形成の取組みを実施した。

・外国人ビュースポットツアーの開催

　・ビュースポットラリー（4月、10月）

　・ビュースポットのＰＲ（咲洲こどもフェスタ2016）

　・市町村担当者会議の開催（H29年３月）

　・ホームページを活用し、参画市町村ごとに取り組み状況を随時更新する等の情報発信

９．大阪府景観審議会の開催

　　大阪府の景観形成における重要事項等の調査審議を行うため、大阪府景観審議会を開催した。

開催日：平成29年1月30日(月)

議題：グランドデザイン・大阪都市圏及び大阪府の景観行政等の現状について報告

事業企画グループ

グランドデザイン・大阪の推進

当グループが所管する３つのエリア「新大阪・大阪エリア」、「なんば・天王寺・あべのエリア」、「御堂筋・周辺エリア」、並びに民間主体のまちづくりやエリアマネジメントの推進にかかる事業の企画、調整を行った。

１．新大阪・大阪エリア

うめきた２期のまちづくりについては、「うめきた２期区域まちづくりの方針」に掲げるまちづくりの目標「『みどり』と『イノベーション』の融合拠点」の実現に向けた検討を大阪市や経済界等と行うとともに、基盤整備事業の推進を図った。また、「全面みどり化」に向けた寄附の受付を開始した。

さらに、民間開発が本格化するまでの当面の間、区域内用地の暫定的な利活用を図るため、平成28年10月より暫定利用を開始し、計９事業の暫定利用事業を実施した。

２．なんば・天王寺・あべのエリア

なんば駅前の広場化に向け、地元協議会、府、大阪市、大阪商工会議所が連携し、平成28年11月になんば駅周辺道路空間の再編に向けた社会実験を実施した。その結果を踏まえ、「なんば駅前広場空間利用検討会」において、道路空間の再編検討を行い、平成29年３月に「なんば駅周辺道路空間の再編に係る基本計画」を策定した。

また、ＬＲＴ・みどりのネットワークの形成に向け、学識等の関係者とともに地元のまちづくり勉強会の活動を支援し、魅力あるまちづくり・空間づくりの気運を高めてきた。

３．御堂筋・周辺エリア

御堂筋のみどり化（歩行者空間化）による魅力づくりや賑わいづくりの実現に向け、大阪市や地元組織と協議、調整を行うとともに、平成26年度にとりまとめられた「御堂筋の道路空間再編について（案）」をもとに、緩速車線の一部区間において、歩行者・自転車通行の安全性や快適性、にぎわい形成等の検証につなげていくためのモデル整備が完成した。

４．民間主体のまちづくりやエリアマネジメントの推進

　　国の地方創生加速化交付金を活用し、平成29年１月、３月に「淀川舟運や街道を活かしたまちづくり」をテーマにしたフォーラムを開催、平成29年２月、３月に淀川舟運や竹内街道における社会実験を行った。
事業推進グループ

グランドデザイン・大阪の推進

  当グループが所管する３つのエリア「大阪城・周辺エリア」、「夢洲・咲洲エリア」、「中之島・周辺エリア」について事業の企画、調整を行った。

１．大阪城・周辺エリア

大阪城東部地区（ＪＲや地下鉄の鉄道施設、清掃工場、ＵＲ団地、府立成人病センター等）について、まちづくりの将来像についての検討を行い、平成28年７月に「大阪城東部地区のまちづくりの方向性」（素案）を府市でとりまとめた。
また、府立成人病センターの跡地活用については、「府立成人病センター跡地等のまちづくり方針」に沿って大学や民間事業者と意見交換等を行ったほか、医療法人や社会福祉法人にアンケートやヒアリングを行うなど、土地利用の検討を進めるとともに、関係部局等と連絡調整を進めた。

２．夢洲・咲洲エリア

夢洲エリアについては、夢洲まちづくり構想検討会及びＷＧに参画し、夢洲まちづくり構想（案）のとりまとめに向けての調整を図った。

また、咲洲エリアでは、府・市が参画する、コスモスクエア開発協議会防災検討分科会において、災害に強い安全・安心なまちづくりに資するため、平成27年度に災害時の行動マニュアルを作成、平成28年度はこのマニュアルをさらに実効性のあるものに改善するため、地区内の企業等と共に防災ワークショップや訓練を実施し、防災体制の充実を図るとともに、にぎわい創出のイベントとして、府・市・地域企業等で構成する実行委員会において、昨年度に引き続き、平成28年11月に「咲洲こどもフェスタ」を実施した。

さらに、国際戦略総合特区を活用した企業誘致に向けた動き等について、関係部局から情報収集を行う等、大阪市と連携しながら、エリア全体の活性化に向けた検討を行った。

３．中之島・周辺エリア

都市再生緊急整備地域に指定されている中之島エリアで、公民連携の場である中之島地域部会において平成28年６月に都市再生安全確保計画を策定し、図上訓練を行うなど、エリア防災体制の構築に取組んだ。
〔このページは白紙です〕

